
桑名市の居場所と連携した見守り

支援強化事業をご紹介します。 



桑名市のご紹介

 

人口：139,712人 
世帯数：60,379世帯 
児童人口：21,686人 
小学校数：２８校 
　　　　　6,986人 
中学校数：１０校 
　　　　　3,635人 
幼稚園数：１６園 
保育園数：２３園 
認定こども園数：６園 
 

※人口、世帯数は、令和4年3月末現在  
　児童人口は、令和4年3月末現在  
　小、中学校生徒数は、令和4年５月末現在  

 



桑名市の子どもの居場所づくり事業 



【食事の提供、遊び、学習を通じた居場所の
提供】
地域の子どもが気軽に立ち寄れる居場所を

食事の提供、遊び等を通して提供する。
また、家族や友人関係の悩みがある子どもた

ちに対して、休息 
できるスペース 
を提供する。

【資格取得支援】
　学校に行きづらくなった子どもや様々な理由によ
り、自信を無くした子どもたちに対し、英語検定、け
ん玉検定などの資格取得を支援し、再チャレンジ
を 
サポートする。

【SNSを活用した寄り添い支援・傾聴支援】
　家族関係、友人関係など、悩みを抱えている子どもたちに対し、居場所
を提供するスタッフが、遊びなどを通じて信頼関係を構築する中、子どもた
ちに寄り添い、悩みを傾聴する。
　また、居場所に来られない子どもたち
に対しても、SNSを活用した傾聴支援を行う。

子ども総合センター

※月４回以上、放課後、土、日、祝日等に子どもの居場所を提供できる子ども食堂等民間団体３か
所に委託する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

桑名市子どもの居場所づくり事業 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地域子供の未来応援交付金を活用 

何もせず、
ボーっとして
いるのも
OK！

拠点との
連携

居場所まで
来れない子
どもの支援

コイバ
ナ、BTSな
んでも聴
きます！
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多度地区

大山田地区

七和桑部地区

長島地区

城南地区

精義地区

居場所事業

子ども食堂

居場所＆子ども食堂MAP 

市内を６地域に分けての整備を目指しており、
今年度は、３地域で事業を開始します。 

子どもがひとりで自転車
に乗っていける距離
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居場所の形態 

【常設・１か所型】 
 

〇週５日以上開設 
 

〇コストがかかるた 
め複数個所の設置が 
困難 
 

〇いつでも行けるの 
がメリット 
 

〇子ども一人で行け 
ない場合がある 
 

〇スタッフとの関係 
が築きやすい 

【週１・複数型】 
 

〇週１～２日程度開 
設 
 

〇複数個所の設置が 
可能 
 

〇週末の居場所が保 
証できる 
 

〇設置場所次第で子 
どもが一人で行くこ 
とも可能 
 

【月１・多数型】 
 

〇月１～２日程度も 
しくは不定期開設 
 

〇居場所の設置個所 
を増やしやすい 
 

〇月１～２日の居場 
所の保証 
 

〇子ども一人で行け 
る可能性が大きい 
 

〇行政・拠点との連 
携が取りずらい 

 

桑名市

〇理想は、常設・多数（複数）型。しかし、現状では、コスト面、人材確保の面から困難
（将来的には目指す必要）
〇こども対象、中高生対象、高齢者も含むなど対象者別の形態もある。
〇市区町村の規模、考え方によって、形態を選択して実施。



桑名市子ども総合センターとの連携 



母子保健係
（母子健康包括
支援センター）

 

〇母子健康手帳の交付 
 

〇特定妊婦等妊産婦の　
支援 
 

〇妊産婦健診・乳幼児
健診 
 

〇赤ちゃん訪問 
 

　など 
 

 

桑名版子ども家庭総合支援拠点(子ども総合センター)

家庭支援係
 
〇要保護・要支援家庭
の支援 
 

〇児童虐待対応 
 

〇ＤＶ等女性相談 
 

〇里親支援 
 

〇ひとり親支援　など 

子ども発達・
小児在宅支援室
 
〇発達の途切れない支
援（発達検査・総合相
談・ことばの相談） 
 

〇医療的ケア児支援 
 

〇CLMを活用した保育
所等支援 
など 

センター長特徴１

母子保健と要保護
児童支援の一体的
運営

特徴３

医療的ケア児等
コーディネーター
の配置特徴２

発達・障害児に
かかる相談の
一元化



状況を
報告 報告いただいた

情報をもとに支援

事業
委託

　宅食時等に子どもの状況を見
守り確認
　・傷、痣などないか
　・ライフラインは？
　・困りごとは？など

宅食 
ボランティア 

研修

子ども総合センター 

子ども食堂とコラボした支援対象等児童見守り強化事業 

児童虐待・DV対策等総合支援事業費補助金
令和２年10月～ 

　　要保護、要支援
　　世帯　など宅食・フードパントリー

による食材の提供

・市内にある１２の子ども食堂のうち、３事業所が協力。 
・子ども総合センターと子ども食堂が同行訪問することも多い。 
・食材等を提供しながら訪問することで、要保護世帯との信頼関係が築きやすくなりました。 
・宅食後、子ども食堂の利用を促すことで、事業外での見守り支援にもつながっています。 

拠点との
連携

アウトリー
チ機能



要保護児童対策地域協議会 

桑名市子ども家庭総合支援拠点（桑名市子ども総合センター）

〇相談、養育環境等の調査、専門診断等　　　　〇市町援助　　等 
〇一時保護、措置 

北勢児童相談所

〇妊娠期からの総合的相談や支援を実施

〇発達が気になる子ども等への途切れない支援を提供 
〇医療的ケア児支援のため、医療的ケア児等コーディネーターを配置 

母子保健係（母子健康包括支援センター）

子ども発達・小児在宅支援室

要保護児
童及び
ＤＶ対策
地域協議

会

連携

連携

医療機関
学　校

保育所（園）
幼稚園

民生委員・
児童委員

警　察

消防本部

女性相談所

子育て支援
ＮＰＯ法人

児童養護施設

自治会

人権擁護
委員

 

〇子ども家庭支援全般に係る業務 
〇要支援児童・要保護児童への支援（要保護児童及びＤＶ対策地域協議 
　会事務局） 

〇関係機関との連絡調整  

〇ＤＶ相談等の女性支援・ひとり親支援  

〇その他必要な支援

家庭支援係

子ども食堂
ネットワーク

障害児相談支援
事業所連絡会

障害児通所事
業所連絡会

里親会

・子ども食堂、産前産後サポートを行っているNPO法人、障害児相談支援事業所連絡会、通所事業所連
絡会、里親会などが参加。 

拠点との
連携
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行政と子ども食堂ネットワークとの連携 

市民  企業 

子ども総合センター 

子ども食堂 

お米、食品 
などの寄付 

LINEグループなどネットワークで 
寄付物品の配布希望照会 

希望子ども食堂へ配布 



財　源　の　確　保 



市民からの直接の寄付

寄付型自動販売機
からの寄付

ふるさと納税

地域活動支援

教育支援

保育支援

児童虐待防止

少子化対策

子どもの居場所づくり

里親支援

寄付

ソフトバンク

　不要になった「モノ」
を「キモチ」に替えて寄付

ホームページなどで事業成果の公表  

子
ど
も
応
援
基
金

・スマホによる寄付
・電子ポイントでの寄付

ダイドードリンコ
ブックオフ

ふるさと納税

こども医療費助成

子育て支援

新規事業や既存
事業に活用！

・ふるさと納税、寄附型自販機での寄付、電子ポイントでの寄付、中古本など不要になったものでの寄付などを通じて、
市民の方々からいただいた寄付金を「子ども応援基金」として積み立て。  
・基金を財源に少子化対策など子ども政策を充実。成果をホームページで公表し、見える化を図る。  

財源の確保 



子どもたちの笑顔があふれかえる

　街づくりを目指しています！
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ご清聴ありがとうございました。


